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メッセージを正しく相手に伝えるには、どんな言葉のえらび方がよいのかな
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情
報
化
社
会
の
新
た
な
問
題
を

考
え
る
た
め
の
教
材

～
安
全
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
を
考
え
る
～

注
意
！

D
V
D
ビ
デ
オ
で

は
あ
り
ま
せ
ん

収
納
デ
ー
タ

・
教
材
１
～
８

　
各
全
編
再
生
デ
ー
タ

・
教
材
１
～
８

　
各
パ
ー
ト
分
け
デ
ー
タ

・
授
業
用

　
静
止
映
像
デ
ー
タ

本
D
V
D
は
P
C
用
の
デ

ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
収
納

し
て
い
ま
す
。

D
V
D
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
は

再
生
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
本
D
V
D
よ
り
教
材
を

　
P
C
等
に
コ
ピ
ー
し
て

　
活
用
く
だ
さ
い
。

文
部
科
学
省
委
託
事
業

「
情
報
化
の
進
展
に
伴
う
新
た
な
課
題
に
対
応

し
た
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究
」

PR
ES
SE
D
 IN
 T
A
IW
A
N

映
像
制
作
　
株
式
会
社
エ
フ
・
エ
ー
・
ブ
イ

企
画
　
株
式
会
社
情
報
通
信
総
合
研
究
所

４
つ
の
課
題
と
８
つ
の
ビ
デ
オ
教
材

テ ー マ

ネ
ッ
ト
依
存

ネ
ッ
ト
被
害

関 連 す る 資 料

p.
30

p.
38

p.
46 p.
52

①
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
る
と
…

②
身
近
に
ひ
そ
む
ネ
ッ
ト
依
存

③
個
人
情
報
を
守
る
の
は
自
分
だ
よ

④
ネ
ッ
ト
詐
欺
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

　
よ
う
に
す
る
た
め
に

●
児
童
生
徒
の
IC
T
機
器
利
用
　
⇨
p.
6

●
児
童
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
　
⇨
p.
7

●
ネ
ッ
ト
依
存
　
⇨
p.
1
0

●
コ
ラ
ム
「
ネ
ッ
ト
依
存
」　
⇨
p.
3
7

教 　 材

●
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
　
⇨
p.
1
1

●
児
童
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
利
用
　
⇨
p.
7

４
つ
の
課
題
（
テ
ー
マ
）
に
つ
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
ず
つ
の
ビ
デ
オ
教
材
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

過
度
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
（
コ
ン

テ
ン
ツ
視
聴
や
ゲ
ー
ム
，
S
N
S
等
）
に

よ
り
，
生
活
習
慣
が
乱
れ
，
日
常
生
活
に

大
き
な
支
障
を
来
す
。

ネ
ッ
ト
詐
欺
・
不
正
請
求
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
な
ど
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
を
通
じ
て
，
児
童
生
徒
が
こ
れ
ま

で
に
な
い
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

特
性
を
理
解
す
る

こ
と
が
大
切

自
己
管
理
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
た
い

授
業
に

集
中
し
て
い
な
い

ゲ
ー
ム
ば
か
り

し
て
い
る

学
校
に
来
な
い

生
徒
が
い
る

通
話
ア
プ
リ
の

利
用
が
増
え
た

ネ
ッ
ト
詐
欺
に

遭
っ
た
生
徒

が
い
る 無
料
通
話
ア
プ
リ

を
使
う
生
徒
が
多
い不
正
請
求
の

仕
組
み
を

考
え
さ
せ
た
い

安
全
に
使
う

た
め
の
ル
ー
ル
を

考
え
さ
せ
た
い

個
人
情
報

の
重
要
性
を
理
解

さ
せ
た
い

無
料
の
仕
組
み

を
考
え
さ
せ
た
い

3

S
N
S
等
の
ト
ラ
ブ
ル

適
切
な
コミ
ュニ
ケー
ショ
ン

p.
62

p.
74

p.
68

p.
80

⑤
ひ
と
り
よ
が
り
の
使
い
方
に
な
ら
な
い
よ
う
に

⑥
情
報
の
記
録
性
、
公
開
性
の
重
大
さ

⑦
う
ま
く
伝
わ
っ
た
か
な
？

⑧
自
分
自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
の
ル
ー
ル
を
作
ろ
う

●
児
童
生
徒
の
サ
ー
ビ
ス
・
ア
プ
リ

　
ケ
ー
シ
ョ
ン
利
用
　
⇨
p.
8

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
S
N
S
な
ど

　
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
　
⇨
p.
1
2

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
S
N
S
等
の
新
た
な

情
報
通
信
技
術
の
利
用
を
通
じ
た
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
，
相
手
と
の
や
り
と
り
の
中
で
発

生
す
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

相
手
や
状
況
に
応
じ
て
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
を
適
切
に
選
ぶ
こ
と
や
相
手
へ
の
思
い
や
り

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
，
よ
り
よ
い
関
係

の
あ
り
方
を
考
え
る
。

相
手
の
こ
と
を
考
え
た
り
，

思
い
や
る
こ
と
が
大
切

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

特
性
を

考
え
さ
せ
た
い

相
手
の
状
況
を

考
え
た
利
用
の

大
切
さ
に

気
付
か
せ
た
い

情
報
の
安
全
な

利
用
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
た
い

情
報
の
記
録
性

に
つ
い
て

理
解
さ
せ
た
い

SN
S
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と

回
避
の
方
法
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
た
い

い
ろ
い
ろ
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

の
特
性
を
考
え
さ
せ
た
い

相
手
の
状
況
に

応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
の
使
い
方
に

気
付
か
せ
た
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

公
共
性
を

理
解
さ
せ
た
い

思
い
や
り
を
持
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
さ
せ
た
い

出
典
：
情
報
化
社
会
の
新
た
な
問
題
を
考
え
る
た
め
の
児
童
生
徒
向
け
の
教
材
、
教
員
向
け
の
手
引
書
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g2
- 1：
認
証
の
重
要
性
を
理
解
し
，

正
し
く
利
用
で
き
る

g3
- 1：
不
正
使
用
や
不
正
ア
ク
セ
ス
さ

れ
な
い
よ
う
に
利
用
で
き
る

f2
- 1：
健
康
の
た
め
に
利
用
時
間
を

決
め
守
る

f3
- 1：
健
康
を
害
す
る
よ
う
な
行
動

を
自
制
す
る

f1
- 1：
決
め
ら
れ
た
利
用
の
時
間
や

約
束
を
守
る

f3
- 2
：
人
の
安
全
を
脅
か
す
行
為
を

行
わ
な
い

e2
- 1：
情
報
に
は
誤
っ
た
も
の
も
あ

る
こ
と
に
気
づ
く

e3
- 1：
情
報
の
正
確
さ
を
判
断
す
る

方
法
を
知
る

e2
- 2
：
個
人
の
情
報
は
，
他
人
に
も

ら
さ
な
い

e1
- 2
：
知
ら
な
い
人
に
，
連
絡
先
を

教
え
な
い

e3
- 2
：
自
他
の
個
人
情
報
を
，
第
三

者
に
も
ら
さ
な
い

d2
-1：
危
険
に
出
合
っ
た
と
き
は
，大
人
に

意
見
を
求
め
，
適
切
に
対
応
す
る

d1
- 1：
大
人
と
一
緒
に
使
い
，
危
険

に
近
づ
か
な
い

d3
-1：
予
測
さ
れ
る
危
険
の
内
容
が

わ
か
り
，
避
け
る

１
．
情
報
社
会

の
倫
理

L1
：
小
学
校
１
～
２
年

分
 
類

L2
：
小
学
校
３
～
４
年

L3
：
小
学
校
５
～
６
年

a1
- 1：
約
束
や
決
ま
り
を
守
る

a2
- 1：
相
手
へ
の
影
響
を
考
え
て
行

動
す
る

a3
- 1：
他
人
や
社
会
へ
の
影
響
を
考

え
て
行
動
す
る

a1
～
3：
発
信
す
る
情
報
や
情
報
社
会
で
の
行
動
に
責
任
を
持
つ

b1
- 1：
人
の
作
っ
た
も
の
を
大
切
に

す
る
心
を
も
つ

b2
- 1：
自
分
の
情
報
や
他
人
の
情
報

を
大
切
に
す
る

b3
- 1：
情
報
に
も
，
自
他
の
権
利
が
あ

る
こ
と
を
知
り
，
尊
重
す
る

b1
～
3：
情
報
に
関
す
る
自
分
や
他
者
の
権
利
を
尊
重
す
る

c2
-1：

情報
の発

信や
情報

をや
りと

りす
る

場合
のル

ール
・マ
ナー

を知
り，
守る
c3
-1：

何
が
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
に
反
す
る
行

為
か
を
知
り
，
絶
対
に
行
わ
な
い

c3
-2
：「
ルー

ルや
決ま

りを
守る

」と
いう

こ
との

社会
的意

味を
知り

，尊
重す

る
c3
-3
：
契
約
行
為
の
意
味
を
知
り
，勝

手
な
判
断
で
行
わ
な
い

c2
～
3：
情
報
社
会
で
の
ル
ー
ル・
マ
ナ
ー
を
遵
守
で
き
る

２
．
法
の
理
解

と
遵
守

g2
～
3：
生
活
の
中
で
必
要
と
な
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基
本
を
知
る

h3
- 1：
情
報
の
破
壊
や
流
出
を
守
る

方
法
を
知
る

h3
：
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の

た
め
に
，
対
策・
対
応
が
と
れ
る

４
．
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

i2
- 1：
協
力
し
合
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
使
う

i3
- 1：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
共
用
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
使
う

i2
～
3：
情
報
社
会
の
一
員
と
し
て
，
公
共
的
な
意
識
を
持
つ

５
．
公
共
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
の
構
築

d2
-2
：
不
適
切
な
情
報
に
出
合
っ
た

と
き
は
，
大
人
に
意
見
を
求

め
，
適
切
に
対
応
す
る

d1
- 2
：
不
適
切
な
情
報
に
出
合
わ
な

い
環
境
で
利
用
す
る

d3
-2
：
不
適
切
な
情
報
で
あ
る
も
の

を
認
識
し
，
対
応
で
き
る

３
．
安
全
へ
の

知
恵

d1
～
3：
情
報
社
会
の
危
険
か
ら
身
を
守
る
と
と
も
に
，
不
適
切
な
情
報
に
対
応
で
き
る

e1
～
3：
情
報
を
正
し
く
安
全
に
利
用
す
る
こ
と
に
努
め
る

f1
～
3：
安
全
や
健
康
を
害
す
る
よ
う
な
行
動
を
抑
制
で
き
る

〈
大
目
標
・
中
目
標
レ
ベ
ル
〉

a c d e f g h ib

※
コ
ー
ド
に
つ
い
て
（
例
，
a1
-1
）

【
１
桁
目
の
文
字
】

a～
i：
大
目
標
項
目

【
２
桁
目
の
数
字
】

校
種
・
学
年
（
L1
～
L5
）

1：
L1
（
小
学
校
低
学
年
：
１
～
２
年
生
）

2：
L2
（
小
学
校
中
学
年
：
３
～
４
年
生
）

3：
L3
（
小
学
校
高
学
年
：
５
～
６
年
生
）

4：
L4
（
中
学
校
（
高
等
学
校
を
含
む
場
合
も
あ
る
））

5：
L5
（
高
等
学
校
）

〔
参
考
〕
情
報
モ
ラ
ル
指
導
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
平
成
18
年
度
文
部
科
学
省
委
託
事
業
『「
情
報
モ
ラ
ル
」
指
導
実
践
キ
ッ
ク
オ
フ
ガ
イ
ド
』
よ
り
）
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L4
：
中
学
校

L5
：
高
等
学
校

a4
- 1：
情
報
社
会
に
お
け
る
自
分
の
責
任
や
義
務
に
つ

い
て
考
え
，
行
動
す
る

a5
- 1：
情
報
社
会
に
お
い
て
，
責
任
あ
る
態
度
を
と
り
，

義
務
を
果
た
す

a4
～
5：
情
報
社
会
へ
の
参
画
に
お
い
て
，
責
任
あ
る
態
度
で
臨
み
，
義
務
を
果
た
す

b4
- 1：
個
人
の
権
利
（
人
格
権
，
肖
像
権
な
ど
）を
尊
重

す
る

b5
- 1：
個
人
の
権
利
（
人
格
権
，
肖
像
権
な
ど
）を
理
解

し
，
尊
重
す
る

b4
- 2：
著
作
権
な
ど
の
知
的
財
産
権
を
尊
重
す
る

b5
- 2：
著
作
権
な
ど
の
知
的
財
産
権
を
理
解
し
，
尊
重

す
る

c4
- 1：
違
法
な
行
為
と
は
何
か
を
知
り
，
違
法
だ
と
わ

か
っ
た
行
動
は
絶
対
に
行
わ
な
い

c4
- 2：
情
報
の
保
護
や
取
り
扱
い
に
関
す
る
基
本
的
な

ル
ー
ル
や
法
律
の
内
容
を
知
る

c4
- 3：
契
約
の
基
本
的
な
考
え
方
を
知
り
，
そ
れ
に
伴

う
責
任
を
理
解
す
る

d4
- 1：
安
全
性
の
面
か
ら
，
情
報
社
会
の
特
性
を
理
解

す
る

e4
- 1：
情
報
の
信
頼
性
を
吟
味
で
き
る

e4
- 2：
自
他
の
情
報
の
安
全
な
取
り
扱
い
に
関
し
て
，

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
行
動
で
き
る

f4
- 1：
健
康
の
面
に
配
慮
し
た
，
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
の

関
わ
り
方
を
意
識
し
，
行
動
で
き
る

f4
- 2：
自
他
の
安
全
面
に
配
慮
し
た
，
情
報
メ
デ
ィ
ア

と
の
関
わ
り
方
を
意
識
し
，
行
動
で
き
る

f5
- 1：
健
康
の
面
に
配
慮
し
た
，
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
の

関
わ
り
方
を
意
識
し
，
行
動
で
き
る

f5
- 2：
自
他
の
安
全
面
に
配
慮
し
た
，
情
報
メ
デ
ィ
ア

と
の
関
わ
り
方
を
意
識
し
，
行
動
で
き
る

g4
- 1：
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基
礎
的
な
知
識
を
身
に

つ
け
る

g5
- 1：
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識

を
身
に
つ
け
，
適
切
な
行
動
が
で
き
る

h4
- 1：
基
礎
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
立
て
ら
れ
る
h5
- 1：
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
，
事
前
対
策
・
緊

急
対
応
・
事
後
対
策
が
で
き
る

i4
- 1：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
公
共
性
を
意
識
し
て
行
動
す

る
i5
- 1：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
公
共
性
を
維
持
す
る
た
め
に
，

主
体
的
に
行
動
す
る

e5
- 1：
情
報
の
信
頼
性
を
吟
味
し
，
適
切
に
対
応
で
き

る
e5
- 2：
自
他
の
情
報
の
安
全
な
取
り
扱
い
に
関
し
て
，

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
行
動
で
き
る

d4
- 2：
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た
と
き
，
主
体
的
に
解
決

を
図
る
方
法
を
知
る

d5
- 1：
情
報
社
会
の
特
性
を
意
識
し
な
が
ら
行
動
す
る

d5
- 2：
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た
と
き
，
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
解
決
で
き
る
知
識
と
技
術
を
持
つ

c5
- 1：
情
報
に
関
す
る
法
律
の
内
容
を
積
極
的
に
理
解

し
，
適
切
に
行
動
す
る

c5
- 2：
情
報
社
会
の
活
動
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
法
律
を

理
解
し
，
適
切
に
行
動
す
る

c5
- 3：
契
約
の
内
容
を
正
確
に
把
握
し
，
適
切
に
行
動

す
る

b4
～
5：
情
報
に
関
す
る
自
分
や
他
者
の
権
利
を
理
解
し
，
尊
重
す
る

c4
：
社
会
は
互
い
に
ル
ー
ル
・
法
律
を
守
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る

c5
：
情
報
に
関
す
る
法
律
の
内
容
を
理
解
し
，
遵
守
す
る

g4
～
5：
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る

h4
～
5：
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
に
，
対
策
・
対
応
が
と
れ
る

i4
～
5：
情
報
社
会
の
一
員
と
し
て
，
公
共
的
な
意
識
を
持
ち
，
適
切
な
判
断
や
行
動
が
で
き
る

d4
～
5：
危
険
を
予
測
し
被
害
を
予
防
す
る
と
と
も
に
，
安
全
に
活
用
す
る

e4
～
5：
情
報
を
正
し
く
安
全
に
活
用
す
る
た
め
の
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る

f4
～
5：
自
他
の
安
全
や
健
康
を
害
す
る
よ
う
な
行
動
を
抑
制
で
き
る

こ
の
表
は
，
情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
を
小
中
高
一
貫
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
モ
デ

ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
目
標
は
，
学
校
教
育
全
体
の
中
で
達
成
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
く
，
本
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
参
考
に
し
て
，
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
で
は
，
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
，
情
報
モ
ラ
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
立
て
，
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

各
目
標
の
詳
細
は
，
W
eb
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
３
桁
目
の
数
字
（
ハ
イ
フ
ン
の
後
の
数
字
）】

大
目
標
項
目
内
の
一
連
番
号

た
と
え
ば
，
コ
ー
ド
a1
-1
は
次
を
表
す
。

大
目
標
項
目
a1
：
発
信
す
る
情
報
や
情
報
社
会
で
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
（
小
学
校
１
～
２
年
生
）

中
目
標
項
目
a1
-1
：
約
束
や
決
ま
り
を
守
る
（
小
学
校
１
～
２
年
生
大
目
標
項
目
a1
の
１
番
目
の
中
項
目
）

出
典
：
情
報
化
社
会
の
新
た
な
問
題
を
考
え
る
た
め
の
児
童
生
徒
向
け
の
教
材
、
教
員
向
け
の
手
引
書


